
1）してきた。図1に実用化され

ているフレキシブルパイプの基本構造を示す。フレキシブルパ

イプは，海底で採掘された原油や天然ガス等を海上の浮遊式石

油生産設備やタンカー等へ輸送するライザーパイプや，海底に

布設されるフローラインとして海外では多くの実績 2日\） がある

が，国内における高圧液化石油ガス輸送用のパイプラインとし

て適用された実績はなく，更に既設パイプライン内に長距離布

設された例もない。

現在，石油コンビナート高度統合運営技術研究組合（RING）

が，国内のコンビナートの国最 てパイプインパイプ工法の技術開発を行った。本報では，古河
電気工業㈱，新日本製鐵㈱，出光興産㈱が連携して行った軽量
フレキシブルパイプの設計，プロトタイプによる性能検証の概
要について述べる。

2. フレキシブルパイプの設計

2.1 準拠規格

フレキシブルパイプは海外では多くの実績があり，API

（American Petroleum Institute）等の規格もあるが，国内では

適用実績がないことから高圧ガス保安協会（KHK）による性

能評価委員会の審査を受け，特別認定を取得する必要があった。

そのため，既設パイプライン（導管）に適用されている高圧ガ

ス法規のコンビナート等保安規則関係基準（以下コンビ則）に

準拠して検討を行った。表1に，フレキシブルパイプの設計に

際し考慮すべき荷重とその許容応力についてコンビ則の考え方

を示す。コンビ則では荷重条件や材質に応じた許容応力が規定

されており，それぞれの荷重条件において生じる応力が許容応







写真5 内圧補強層
Appearance of pressure reinforcements
after bending test






